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有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

地域で活動する団体のイベント・活動情報などが集まるポータルサイトです。情報収集・発信の場としてご活用下さい。
［パソコンから］http://kotocommu.net/
［携帯電話から］http://genki365.net/gnkk22/i/(右記の二次元コードからも入れます)▢問区民協働推進担当☎3647-8570

管
理
組
合
と
は
︑
マ
ン
シ
ョ
ン
の

共
用
部
分
を
適
切
に
維
持
・
管
理
す

る
な
ど
︑
皆
さ
ん
が
共
同
所
有
す
る

マ
ン
シ
ョ
ン
を
末
永
く
良
好
な
状
態

に
保
ち
︑
大
切
な
資
産
と
し
て
の
価

値
を
維
持
す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
を
行
う
組
織
で
す
︒
初
め
て
管

理
組
合
の
理
事
に
な
る
方
を
対
象
に
︑

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
の
役
割
︑
理

事
の
仕
事
︑
外
壁
等
の
修
繕
︑
給
排

水
や
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
設
備
面
の
基

礎
を
学
び
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
・

日
︵
土
曜
全
�
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回
︶
午
後
�
時
半
～
�
時
半
︵
受
付

は
午
後
�
時
～
︶

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
�
階
第

�
・
�
会
議
室
︵
東
陽
�
︱

︱

	
︶
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▢人
区
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
の
理
事
に
初
め
て
な
る
方
等
で
�

日
と
も
参
加
で
き
る
方

人
︵
申
込
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順
︶▢費

無
料

▢内
講
演
﹁
組
合
運
営
の
基
礎
・
管

理
会
社
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
﹂

︵
初
日
︶︑﹁
理
事
が
知
っ
て
お
く
べ

き
維
持
管
理
の
基
礎
﹂︵
�
日
目
︶

︵
両
日
と
も
各
テ
ー
マ
に
応
じ
た
模

擬
会
を
開
催
︶

▢師
首
都
圏
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会

会
員▢締

�
月
�
日
︵
水
︶
※
定
員
に
な

り
し
だ
い
終
了

▢申


月

日
︵
月
︶
か
ら
住
宅
課
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住
宅
指
導
係
︵
区
役
所


階
�
番
︶

に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
	

芭
蕉
生
誕
	
�
�
年
を
記
念
し
︑

俳
文
学
会
東
京
研
究
例
会
の
公
開
講

座
を
開
催
し
ま
す
︒
同
会
は
︑
芭
蕉

研
究
を
は
じ
め
と
す
る
俳
文
学
の
研

究
者
で
構
成
さ
れ
た
学
術
団
体
で
す
︒

﹁
芭
蕉
生
誕
	
�
�
年
﹂
と
題
し
た
︑

公
開
講
座
を
聴
講
で
き
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
午
後
�
時
～
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�
時
半

▢場
深
川
江
戸
資
料
館
レ
ク
ホ
ー
ル

︵
白
河
�
︱

	
︱

︶
▢人

人
︵
抽

28

40

選
︶
▢費
無
料

▢内
第
一
部
﹁﹃
お
く

の
ほ
そ
道
﹄
の
注
釈
と
漢
詩
文
﹂︑

第
二
部
﹁
求
道
の
終
着
地
︱

長
明
・

兼
好
・
芭
蕉
︱

﹂
▢師
塚
越
義
幸
︵
國

學
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
教
授
︶︑

谷
地
快
一
︵
東
洋
大
学
教
授
︶

▢締
�
月

日
︵
火
︶
必
着

10

▢申
往
復
は
が
き
︵
�
人
�
枚
︶
に

①
俳
文
学
会
公
開
講
座
﹁
芭
蕉
生
誕

	
�
�
年
﹂
②
郵
便
番
号
・
住
所
③

氏
名
④
電
話
番
号
を
記
入
し
︑
〒
135

︱

常
盤
�
︱

�
︱

	
芭
蕉
記
念
館
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へ
郵
送

☎
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�
)
�
�
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芭
蕉
の
遺
徳
を
し
の
ぶ
︑
時
雨
忌

全
国
俳
句
大
会
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
︒

﹇
投
句
﹈
�
句
�
組
︵
兼
題

芭
蕉
を

偲
ぶ
句
�
句
・
雑
詠
�
句
︶
未
発
表

作
品
に
限
る
︒
何
組
で
も
可

﹇
投
句
料
﹈
�
句
�
組
�
︑
�
�
�
円

︵
大
会
句
集
お
よ
び
送
料
︶
※
定
額

小
為
替
ま
た
は
現
金
書
留
の
み
︵
切

手
不
可
︶︒
領
収
書
は
大
会
句
集
に

同
封
し
ま
す
︒

﹇
選
者
﹈有
馬
朗
人
・
池
田
澄
子
・
伊

藤
敬
子
・
稲
畑
廣
太
郎
・
大
木
あ
ま

り
・
小
川
軽
舟
・
�
桃
子
・
西
村
和

子
・
長
谷
川
櫂
・
宮
坂
静
生
︵

音
50

順
・
敬
称
略
︶

﹇
賞
﹈時
雨
忌
賞
・
芭
蕉
記
念
館
賞
各

�
人
に
賞
状
お
よ
び
記
念
品
︒
時
雨

忌
賞
は
�
年
間
館
内
に
掲
示
︒
各
選

者
に
よ
る
特
選
	
句
に
賞
状
お
よ
び
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Б
Б
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Б
Б
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Б
Б
Б
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Б
Б
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Б記

念
品
︒
各
選
者
に
よ
る
入
選

句
10

に
賞
状
︒
各
選
者
に
よ
る
選
外
佳
作

句
︵
大
会
句
集
掲
載
の
み
︶︒

20﹇
発
表
﹈
�
月
末
日
ま
で
に
入
賞
者
に

直
接
通
知

﹇
授
賞
式
﹈

月

日
︵
月
・
祝
︶
午

10

13

後
�
時
半
か
ら
芭
蕉
記
念
館
で

﹇
注
意
事
項
﹈類
句
︑
類
想
句
︑
二
重

投
稿
︵
句
会
報
・
結
社
誌
・
大
会
句

集
・
新
聞
・
雑
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
︑
本
大
会
へ
の
投
句
以
前
に
既

に
投
句
さ
れ
た
も
の
︶
に
つ
い
て
は
︑

賞
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

応
募
作
品
の
著
作
権
お
よ
び
派
生
す

る
す
べ
て
の
権
利
は
主
催
者
に
帰
属

し
ま
す
︒
応
募
者
は
︑
著
作
者
人
格

権
︵
公
表
権
︑
氏
名
表
示
権
︑
同
一

性
保
持
権
︶
を
行
使
し
な
い
も
の
と

し
ま
す
︒

▢締
�
月

日
︵
木
︶
必
着

31

﹇
投
句
方
法
﹈①
規
定
用
紙
︵
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
︶
ま

た
は
�
�
�
字
詰
原
稿
用
紙
︵
Ｂ



判
︶
に
楷
書
で
︑
作
品
︑
郵
便
番
号
︑

住
所
︑
氏
名
︑
俳
号
︵
各
ふ
り
が
な
︶

年
齢
︑
性
別
︑
電
話
番
号
を
記
入
し
︑

〒

︱

常
盤
�
︱

�
︱

	
芭
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記
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▲芭蕉庵史跡展望庭園にある芭蕉の座像

区
で
は
︑
夏
の
期
間
区
民
海
の
家

お
よ
び
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
海

の
家
を
開
設
し
ま
す
︒

区
民
海
の
家

区
民
海
の
家

﹇
利
用
概
要
﹈下
表
の
と
お
り

○
岩
井
海
岸

民
宿
﹁
石
塚
﹂

﹇
住
所
﹈千
葉
県
南
房
総
市
高
崎
�
	

	
�﹇
交
通
﹈Ｊ
Ｒ
内
房
線﹁
岩
井
駅
﹂

下
車
徒
歩

分
15

○
千
倉
海
岸

民
宿﹁
小
倉
ボ
タ
ン
﹂

﹇
住
所
﹈千
葉
県
南
房
総
市
千
倉
町
北

朝
夷
�
�
�
�
︱

�﹇
交
通
﹈Ｊ
Ｒ
内

房
線
﹁
千
倉
駅
﹂
よ
り
日
東
バ
ス
安

房
白
浜
行
き
﹁
関
谷
病
院
前
﹂
下
車

徒
歩


分

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

海
の
家

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

海
の
家

﹇
利
用
概
要
﹈下
表
の
と
お
り

○
勝
浦
海
岸﹁
勝
浦
ホ
テ
ル
三
日
月
﹂

﹇
住
所
﹈千
葉
県
勝
浦
市
墨
名
�
�
�

﹇
交
通
﹈Ｊ
Ｒ
外
房
線
﹁
勝
浦
駅
﹂
下

車
︑
送
迎
バ
ス
で
�
分﹇
定
員
﹈

人
10

︵
和
洋
室
�
畳
�
室
︶

○
御
宿
岩
和
田
海
岸
民
宿﹁
き
は
ら
﹂

﹇
住
所
﹈千
葉
県
夷
隅
郡
御
宿
町
岩
和

田
船
谷
�
�
�
︱

�﹇
交
通
﹈Ｊ
Ｒ
外

房
線
﹁
御
宿
駅
﹂
下
車
徒
歩

分﹇
定

30

員
﹈

人
︵
�
畳
	
室
・
�
畳
�
室
︶

19

申
込
�
月
�
日
︵
日
︶
か
ら

﹇
申
込
方
法
﹈区
民
海
の
家
︑
国
保
・

後
期
高
齢
者
医
療
海
の
家
と
も
に
専

用
の
往
復
は
が
き
に
宿
泊
希
望
の
施

設
・
希
望
日
等
を
記
入
し
︑
切
手
を

貼
り
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
申
込
は
が
き
の
配
布
﹈地
域
振
興
課

︵
区
役
所
�
階

番
※
区
民
海
の
家

26

の
み
︶︑
医
療
保
険
課
︵
区
役
所
�

階
�
番
※
国
保
海
の
家
の
み
︶︑
こ

う
と
う
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
区
役

所
�
階
︶︑
各
出
張
所
・
図
書
館
・
文

化
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
会
館
・
児
童
館

※
施
設
の
休
業
日
に
あ
た
る
場
合
は

翌
開
庁
・
開
館
日
か
ら
と
な
り
ま
す
︒

﹇
申
込
期
間
﹈
�
月
�
日
︵
日
︶
～
13

日
︵
金
︶
消
印
有
効

﹇
公
開
抽
選
﹈
�
月

日
︵
水
︶
午
前

18

時
か
ら
受
付
順
位
を
決
め
る
公
開

10抽
選
を
区
役
所
�
階
地
域
振
興
部
会

議
室
に
て
行
い
ま
す
︒
当
日
は
受
付

順
位
の
み
を
決
定
し
ま
す
︒

﹇
抽
選
結
果
﹈は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
※
同
一
の
方
が
複
数
申
込
み
を

し
た
場
合
は
す
べ
て
無
効
と
な
り
ま

す
︒

抽
選
後
の
空
室
申
込
は

�
月
�
日
︵
水
︶
か
ら

利
用
開
始
日
の
	
日
前
ま
で
に
委

託
会
社
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
︒

﹇
委
託
会
社
﹈

㈱
日
本
旅
行

平
日
︵
午
前

時
～
午
後


時
半
︶

10

：
新
宿
法
人
営
業
部

☎
(


	
�
�
)
	
�


�

土
・
日
曜
︑
祝
日
︵
午
前

時
半
～

10

午
後
�
時
︶
：
亀
戸
サ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
営
業
所

☎
(


�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
区
民
海
の
家
の
問
合
先
﹈

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
海
の
家

の
問
合
先
﹈

医
療
保
険
課
医
療
保
健
係

☎
(
	
�
�
�
)
�


�
�

利用料金

海の家 利用概要

民宿「きはら」
4室／2〜19人

2泊3日以内
(7／2(水)以降
空室があれば
3泊4日以上も
可)
※2人以上(高
校生以下だけ
での利用は不
可)

2泊3日以内
※2人以上(高
校生以下だけ
での利用は不
可)

利用日数・人数

1人1泊2食付
3,100円(税込)
※5歳未満で食事・寝具不要時は無料

○区内在住者および同行
する3親等以内の親族

○区内在勤者および同行
する3親等以内の親族

○東日本大震災により区
内に避難されている方

7／19(土)〜8／25(月)
※8／24(日)宿泊分ま
で
［利用時間］
宿泊日の14：00から
帰る日の10：00まで

区民海の家
○岩井海岸
民宿「石塚」
○千倉海岸
民宿「小倉ボタン」

利用できる方利用期間・時間施設名

民宿｢石塚｣
5室／2〜25人
民宿｢小倉ボ
タン｣
3室／2〜10人

借上室数／定員

1人1泊2食付3,200円(税込)
※5歳未満で食事・寝具不要時は無料

｢勝浦ホテル
三日月｣
2室／2〜10人

①江東区の国保または後
期高齢者医療制度加入者
(代表者)と一緒に利用す
る区内在住の方
②区内在住者
(区内在住の方のみの利
用は7／2(水)から受付)
※抽選は①の方で保険料
の未納のない方が申込可

7／26(土)〜8／18(月)
※8／17(日)宿泊分ま
で
［利用時間］
宿泊日の15：00から
帰る日の10：00まで

国保・後期高齢者
医療海の家
○勝浦海岸
「勝浦ホテル三日
月」
○御宿岩和田海岸
民宿「きはら」

1人1泊2食付8,000円〜(税別)
※入湯税・スパ施設利用の際は、タ
オル代が別に必要です。
※特定日(8／9(土)〜8／17(日))は特
別料金

区では、区内の店舗で販売されてい
る食品や小中学校の給食用食材などに
含まれる放射性物質を検査しています。
4月は区内流通食品9サンプルと、給食
用食材は東雲小、明治小、第一大島小、
深川第一中の給食用食材各校5サンプ
ルの合計20サンプルを採取して検査を
行い、いずれも放射性セシウムは不検
出でした(検出下限値25ベクレル／kg)。
給食用食材は、使用する前日に検査を
行っています［小中学校についての問
合先］学務課給食保健係☎3647-9177
［その他測定全般に関する問合先］保健
所生活衛生課食の安全係☎3647-5812
※詳細は、区のホームページをご覧く
ださい。

食品中の放射性
物質の検査結果


